公民プリント　裁判所２（解答）

●裁判所の種類

	（最高）裁判所
	裁判所の中で最も地位が高い。全国で（東京）に１ヶ所だけある。

長官（１）人と裁判官（１４）人の、（１５）人で構成されている。

	（高等）裁判所
	裁判所の中で、２番目に地位が高い。

各地方の中心都市にあり、全国で（８）ヶ所にある。

	（地方）裁判所
	多くの裁判の第一審がここで開かれる。

全国で（５０）ヶ所にある。

	（簡易）裁判所
	全国438ヶ所にあり、交通違反や軽犯罪、簡単な争いごとなどの裁判を扱う。

	（家庭）裁判所
	家庭内のもめごとの調停や少年犯罪などの審判を行う。


●法律のチェック

○裁判所は、国会が作った法律が、（憲法）に違反していないか確かめる権利を持っています。

　これを、（違憲立法審査）権といいます。

○特に、最高裁判所は、憲法に違反するかどうかの最終判断を下すことになるので、（憲法の番人）と呼ばれます。

●裁判の仕組み

○国民は誰でも、裁判所に訴えをおこすことができます。これを、（裁判を受ける）権利といいます。

○裁判にも間違いがあるかもしれないので、裁判は全部で（３）回まで受けることができるようになっています。これを、（三審）制と言います。

○１回目の裁判に不満を持ち、やり直しを求めることを（控訴）といい、２回目の裁判に不満を持ち、やり直しを求めることを（上告）と言います。

○裁判では、自分が不利になる質問には答えなくてもよい権利が認められています。これを、（黙秘）権といいます。（→ 脅迫されて、無理に「やりました！」と言わせないため）

●ここまでのまとめ

○これまで見てきたように、国会（立法権）・内閣（行政権）・裁判所（司法権）というように、国の権力を３つに分散している仕組みを、（三権分立）と言います。

○この仕組みを考えたのは、18世紀のフランスの思想家、（モンテスキュー）で、（法の精神）という本でこの仕組みを主張しました。

